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業務上過失致
死傷（刑法）の
違反はないか

刑事責任とは

安衛法の
違反はないか

事故・災害が発生したら

労働災害は事業者の責任が問われる 行政責任と刑事責任
事 　 業 　 者 事 　 業 　 者

　●8ページの答え

◯印が主として“責任”を問われることになる。

「事業を行う者で、労働者を
使用する者」事業者とは（安衛法）＝

事業者の四重責任

行政責任

1

2

3

4

刑事責任

民事責任

社会的責任

労働災害防止対策の推進

法違反に対する処罰

損害に対する処罰

企業に課せられた責任

1

2

3

安衛法では

刑法では

民法では

元　請

作 業 所 長、
作業主任者
など管理・
監督者

職長、作業
主任者など
管理・監督
者

○ ○ ○○

○

○ ○

会社 会社個人 個人

協力業者

死亡災害等の重大な災害、事故
（公衆災害を含む）が発生すると、
社会および管理監督者等の管理責
任が問われることになる。

責任の所在は
災害が起きた場合、作業員を監

督指揮している現場の職長が、危
険防止措置を怠ったときは、職長
を実行行為者として罰するほか、
企業の管理責任者、すなわち、会
社の代表者である社長を罰するこ
とにしている（安衛法第 122 条）。

両罰規定
事業者は、作業員の安全と
健康を守るため、安衛法に

定められている措置を
とらなければならない。

業務停止

営業停止

許可の
取り消し

公共工事の
指名停止

死
亡
災
害
・
重
大
災
害
発
生
！

行政責任とは

見る = See（目に見える物をみている）
視る = Look at（一点に集中する）
観る = Watch（観察してみる）

白い部分があなたが事
故災害にあう確率です。

ウラ

信号の色

オモテ

会社は
社会からの

預り物。
公器と知ろう
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業務上必要な注意を怠り、よって
人を死傷させた者は 5 年以下の懲
役もしくは禁錮または百万円以下
の罰金に処する。重大な過失によ
り人を死傷させた者も、同様とす
る。

自動車の運転上必要な注意を怠り、
よって人を死傷させた者は、7 年以
下の懲役もしくは禁錮または百万
円以下の罰金に処す。ただし、そ
の障害が軽いときは、情状により、
その刑を免除することができる。
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原因の芽をつむ、心が「前」を3 ム仕事を整え、点検・手順を守ろう
安全を積極的に展開することは、能率の向上につながり、安全とムダのない作業

とは一体です。安全で能率のよい作業とは、ムダ・ムラ・ムリのない作業を心がけ
ることが基本。これらの頭文字をとって「３ムの法則」とか後ろの文字をとって「ダ
ラリの法則」といわれています。

災害を未然に防ぐ第一のポイントは、何より日々のちょっとした心が「前」の心
がけです。

元気なあいさつは現場を明るくします。
しっかりと声を出せば元気が出て体に気
が入り、現場も活気が出る。また、声を
かけ合い互いの体調や行動を把握すると、
危険予知やマナー向上に効果があります。
外部からの来訪者にも、心のこもった言
葉で積極的にあいさつをするように。

元気よくあいさつできる人は、不安全
行動を見たとき「危ない！」と“声がけ”
ができ、結果、危険予知となる。現場は、
命がけで働く仲間同士です。親しい間柄
ではないからといって、見て見ぬ振りは
許されません。あいさつは、良好な人間
関係を築くコミュニケーションのツール
です。他社の作業者であっても、人がい
たら声をかけ、ヒューマンエラーを撲滅
しよう。

原因があるから、結果（ケガ）がある。私たちが働く作業場所は、災害の原因を
引き起こす場面が随所にひそんでいます。仕事を始めたばかりのあなたには、まだ「ど
こが危険なのか」「作業動作はどうすればよいのか」がわからないでしょう。そこで、
下記のことを必ず心がけるようにしてください。

作業手順に沿って、人、物、金、
時間の面で浪費（ムダ）の出な
い、能率のよい仕事をする。

 効率を考える

自分の力以上の作業をしない。
自分の経験・技術に合った作業
をする。

 ムリをしない

その時々の気分で作業をしな
い。作業を途中でほったらかし
にし、次の作業をしたりしない。

 気分で作業しない

 現場の安全・安心はあいさつから  声のかけ合いで不安全行動を撲滅

災害には必ず原因がある

コミュニケーションは災害防止の第一歩

わからないことは、どんなことでも、どんどん質問
をする。

正しい作業姿勢を身につける。

教わった安全知識をもとに、技能をくり返し実践
する。

普段から健康に留意して、体力を養うよう心がける。

 わからないときは先輩に聞く

 常に姿勢を正す

 安全知識、技能を身につける

 健康だから毎日が楽しい

ムダのない作業 ムリのない作業ムラのない作業

作業場所が汚く、整理・整頓が
されていなかった。

 整理整頓
作業場所が安全な状態か、点検・
確認しないで作業をした。

 作業前に安全点検
作業手順を間違えていた。

 作業手順を守る
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作業姿勢
ヨシ！

いつも元気で
仕事ができる

ように　

作業手順
ヨシ！

安全
ヨシ！ 
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労 　 働 　 者労 　 働 　 者
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